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実
質
収
支
比
率
の
傾

向
は
。 

　 

平
成
８
・
９
年
度
ま
で

７
％
台
、10
〜
17
年
度
は

３
〜
５
％
台
、18
年
度
以

降
６
％
程
度
。比
率
が
、高

す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
の

で
留
意
す
る
。 

 

　 

経
常
収
支
比
率
の
傾

向
は
。 

　 
平
成
15
年
度
ま
で
は

70
％
台
、16
年
度
以
降
は

80
％
台
。地
方
交
付
税
の

削
減
、い
こ
ま
い
館
の
維

持
費
、町
債
償
還
な
ど
が

押
し
上
げ
て
い
る
。財
政

硬
直
化
が
心
配
さ
れ
る
。 

 

　 

定
率
減
税
廃
止
影
響
は
。 

　 

影
響
総
額
は
１
億
1588

万
円
。所
得
割
の
あ
る
人

一
人
当
た
り
6100
円
の
増
に

な
る
。 

 

　 

税
源
委
譲
の
住
民
へ

の
影
響
に
つ
い
て
。 

　 

住
民
負
担
は
基
本
的

に
変
わ
ら
な
い
は
ず
だ
が
、

収
納
状
況
へ
影
響
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。 

 

　 

基
金
残
高
が
昨
年
よ

り
2
億
9920
万
円
も
減
少
し
、

特
に
財
政
調
整
基
金
が
1

億
2819
万
円
も
減
っ
て
5
億

5053
万
円
し
か
な
い
。こ
の

点
を
ど
う
考
え
る
か
。 

　 

基
金
残
高
は
重
要
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
財
政
は
語
れ

な
い
。町
債
を
発
行
せ
ず

に
予
算
が
組
め
る
よ
う
に

な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。 

〈
実
質
収
支
比
率
と
は
〉 

年
度
内
の
収
入
と
支
出
と

の
実
質
的
な
差
額
を
実
質

収
支
と
言
い
ま
す
。こ
の
値

を
標
準
財
政
規
模
で
割
っ

た
値
を
実
質
収
支
比
率
と

言
い
ま
す
。標
準
財
政
規
模

と
は
、地
方
自
治
体
が
通
常

水
準
の
行
政
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
一
般
財
源

の
総
量
で
す
。 

 〈
経
常
収
支
比
率
と
は
〉 

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
方
法
で
、通
常
入
っ

て
く
る
お
金
に
対
し
て
通

常
出
て
行
く
お
金
の
割
合

を
調
べ
た
数
値
で
、こ
の
数

値
が
高
い
と
財
政
硬
直
化

が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

  

　 

保
育
料
収
入
未
済
の

対
策
は
。 

　 

他
の
自
治
体
で
は
差

し
押
さ
え
等
の
例
も
あ
る

が
、本
町
で
は
説
得
を
中

心
に
対
応
を
続
け
て
い
る
。 

 

　 

国
保
特
別
会
計
の
収

入
未
済
額
の
増
加
は
国
保

税
が
高
す
ぎ
る
こ
と
の
証

明
で
は
。 

　 

国
保
税
を
上
げ
た
年

度
も
収
納
率
は
下
が
っ
て

い
な
い
。高
す
ぎ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。納
税
相

談
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
き
た
い
。 

 

　 

介
護
保
険
特
別
会
計

の
5351
万
円
の
実
質
黒
字
を

ど
う
見
る
か
。 

　 

介
護
保
険
事
業
量
を

大
き
く
見
積
も
っ
た
結
果

の
残
金
で
あ
る
。こ
の
基

金
は
調
整
分
と
し
て
、次

期
保
険
料
の
引
き
下
げ
に

使
う
こ
と
に
な
る
。 

 

　 

下
水
道
事
業
目
標
達

成
の
た
め
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
規
模
は
ど
れ
程
に

な
る
の
か
。 

　 

平
成
24
年
度
に
市
街

化
区
域
516 
ha
の
工
事
完
了

が
目
標
。21
年
度
以
降
の

事
業
費
は
46
億
円
。 

     

各
年
度
5
億
5000
万
円

の
繰
入
金
が
必
要
だ
と

言
う
が
、こ
れ
は
健
全
な

状
況
か
。 

　 

使
用
料
収
入
と
維
持

費
等
の
差
額
で
5000
万
円
の

収
益
が
あ
り
、そ
れ
を
建

設
費
の
一
部
に
充
て
て
い

る
が
決
し
て
健
全
と
は
言

え
な
い
。 

 

　 

下
水
道
料
金
の
値
上

げ
は
。 

　 

当
町
は
境
川
流
域
下

水
道
の
中
で
４
位
の
料
金

で
あ
り
、今
は
使
用
料
の

値
上
げ
を
考
え
て
い
な
い
。 
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財
政
が
厳
し
い

中
で
、所
管
の
事

業
も
順
調
な
執

行
が
な
さ
れ
て

い
る
と
理
解
す
る
。

教
育
雑
入
の
一

部
に
不
適
当
な

取
り
扱
い
部
分

が
あ
る
が
、歳
出

は
間
違
い
な
く

適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
の
で
、

本
決
算
の
認
定

を
否
定
す
る
ま

で
の
こ
と
で
は

な
い
思
う
。 

決算を 
認定しました 
決算を 

認定しました 
決算を 

認定しました 
決算を 

認定しました 
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の
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に
不
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な
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部
分
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あ
る
が
、

歳
出
は
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違
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に
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賛
成
討
論

賛
成
討
論 

賛
成
討
論 

人件費 

扶助費 

公債費 

普通建設事業費 

災害復旧費 

物件費 

補助費等 

その他 

歳出総額 

2,055,849 

1,040,270 

903,404 

569,494 

0 

2,176,823 

1,568,975 

1,220,544 

9,535,359

21.6  

10.9  

9.5  

6.0  

0.0  

22.8  

16.5  

12.7  

100.0 

2,018,895  

902,306  

728,389  

1,809,166  

0  

2,215,517  

1,427,275  

1,214,194  

10,315,742 

19.6  

8.7  

7.1  

17.5  

0.0  

21.5  

13.8  

11.8  

100.0 

 

自主財源 

依存財源 

歳入総額 

7,828,186  

2,127,238  

9,955,424 

78.6  

21.4  

100.0 

6,984,191  

3,732,536  

10,716,727 

65.2  

34.8  

100.0 

平成19年度 構成比 構成比 平成18年度 

 

財政力指数 

経常収支比率 

公債費比率 

1.04  

87.3  

8.6 

1.06  

83.4  

6.8 

1.02  

82.3  

7.3 

1.01  

85.1  

7.3 

0.98  

79.4  

7.3 

19年度 18年度 17年度 16年度 15年度 

 ○平成19年度末の基金状況  

基金の合計 ８億５４７２万円 
　財政調整基金 ５億５０５３万円 
　減債基金 １億１９０９万円 
　公共施設整備基金 ３９６５万円 

 ○平成19年度末の町の借金残高（元金のみ）  

　一般会計 ８６億４５５０万円 
　下水道特別会計 ６１億６８８０万円 
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9月 
定例会 
9月 
定例会 

平
成
20
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

定
例
会
で
は
、町
長
提
出
の
平
成
19
年
度
決
算
な
ど
25
議
案
と
議
員
提
出
の
条
例
案
と
規
則
改
正

案
各
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
は
５
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
住
民
か
ら

提
出
さ
れ
た
請
願
２
件
を
採
択
し
、対
応
す
る
意
見
書
を
議
決
し
、関
係
機
関
に
送
り
ま
し
た
。
 


